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諏訪 裕亮 10 22
辻 直弥 10 32
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垣崎 真吾 4 9
清水 雄太 10 15
松浦 慎哉 12
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伊藤 貴信

流通科学大学

主審 宮里 両 副審 内田 祥平

勝ち点 5コ ー ト

戦評
【総括】
1次リーグを7位で通過した流通科学大学と6位で通過した大阪産業大学との試合は、開始から見ごたえのある点
の取り合いの試合となった。両者タイトなディフェンスと、一歩も退かない点の取り合いで相手に流れを一切渡さず、
取っては取り返す展開となり前半は全くの互角の試合展開となった。第3ピリオド、序盤は前半同様点の取り合い
だったが、流れに乗った大産大がリードする。流科大も#23龍がキャプテンシーを発揮し力強いドライブでチームに
流れを引き寄せ点差を縮める。最終ピリオドに入ると大産大#70小川の4点プレイで流れを一気に引き寄せ、流科大
を突き放しにかかる。流科大も点差を縮めにディフェンスでプレシャーをかけボールを奪い得点を重ねていく。しか
し終盤意地をみせた大産大#3永井がシュートを決め、最終スコアを84-78で大産大が勝利した。
【第1ピリオド】
ジャンプボールを大産大が制すも、両者隙のないディフェンスで得点を許さなかった。大産大は#75伊東のシュー
トから試合が始まる。すかさず流科大も#23龍の連続得点で取り返す。その後両者一歩も退かない点の取り合いとな
る。流科大#22辻のバスケットカウントがこの均衡を先に破り徐々に点差を広げていく。しかし、大産大も#45金と#3永
井の連続得点で広げられた点差を取り返し第1ピリオドを21-21の同点で終えた。
【第2ピリオド】
流科大#9諏訪のゴール下シュートから第二ピリオドが開始。だが、大産大も#76大町と#45金の連続得点で逆転に
成功する。対する流科大も#23龍のレイアップシュートですぐさま取り返す。大産大は#45金のフリースローと#70小川
の連続得点でリードを広げ勢いに乗ろうとするも、流科大#23龍と#22辻がすぐさま取り返しリードを許さない。しかし
大産大#3永井と#70小川のシュートで差を広げられ流科大はたまらずタイムアウトを要求した。タイムアウト終了後、
流科大は#9諏訪の3Pシュートで点差を一気に縮めるも、大産大#75伊東が3Pシュートを決め再逆転し第2ピリオドを
41-43で大産大の2点リードで前半を終えた。
【第3ピリオド】
第3ピリオドは大産大#76大町のゴール下シュートから始まる。流科大も#8松浦がすぐさま取り返す。大産大は#45
金の3Pシュートと#75伊東のゴール下で勢いに乗ろうとするも流科大#23龍が勢いに乗せまいと力強いドライブで取
り返す。中盤に入ると、流科大がディフェンスで相手の得点を抑え、速攻やガッツ溢れるドライブで逆転に成功し流
れを掴みに行く。大産大も#76大町が得点し逆転しかえし第3ピリオドを56-57で大産大の1点リードで最終ピリオドを
迎える。
【第4ピリオド】
最終ピリオドは流科大#2垣崎の得点で始まる。しかし大産大は#70小川の連続3Pシュートと#76大町の得点で流れ
を掴む。たまらず流科大はタイムアウトを要求する。タイムアウト終了後も流れは変わらず大産大が一気にリードを広
げ流科大を突き離しにかかる。もう後がない流科大は逆転を狙い#8松浦と#6清水が連続得点で差を詰め、更に、
ディフェンスでプレシャーをかけ、速攻や3Pシュートで得点する。最後の最後まで点の取り合いとなり最後にシュート
を決めた大産大が点の取り合いを制し、最終スコアを85-78で大産大が勝利した。
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PTS

182

試 合 日 2017.10.28

小澤 郁弥 0

記録 関西学生バスケットボール連盟
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２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:
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24.0% 42.6%RATE
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龍 季弥 22
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露口 亮太


